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い わ ゆ る メ
ー トル法 の 単位 の 略字 （特 に漢字）の 創出の 年 は い つ か

一 諸説 の 分析 一 ＊

川 崎 一
儀

＊＊

1．は じめ に

　新 居信 正 （徳島仮説実験 授業研究会）編 『正

常化通信 』 No．414 （1998 年 7 月 6 日） の 中の

〈メ
ー トル 法の 単位 を漢字で 表す こ と〉 に関す

る 記 事を き っ か けに して 、関連書物 を読 ん で い

る と、〈 い わ ゆる メー トル 法 の 単位 の 略字 （特

にそ の 中の 漢字〉が い つ 作 られ たか 〉 に つ い て

の 説 明が 2 つ に分 かれて い る こ と を見 い 出 した1
即ち 、 明治 15 年説 （1） と明治 24 年 説 ω とで あ

る 。 そ し て 、そ れ に よ っ て く メ ー トル 法 の 単位

の 略字 （特 にそ の 中の 漢字） は い う作 られ た の

か〉 とい う問題意識が生 じた 。

　そ れで 、〈メ
ー トル法 の 単位 の 略字 （漢字）

の 起源〉 に つ い て 文献調 べ を始めた。

H ．諸説 とその分析

1 ．石原 純と小泉袈裟勝の 説

　石 原純著 『現代 日本文 明史 （第 13 巻）科 学

史』 を、〈 メ
ー トル 法 の 単位 の 略字 （漢字） が

い つ 作 られたか〉 と い う観点か ら読む。同書 に、

（A）　 「メ
ー トル法 の 単位記号 とし て は、今 日

　　　 「粍」 、　 「糎」 、　 「粉」 、　 「米」 、　 「粁」 、

　　　 「竰」 、 「立 」 、 「瓱」 、 「甅」 、　 「瓦」 、

　　　 「瓩」 等が 普通 に用 ひ られて ゐる。 こ れ

　　 は明治二 十 四 年 七月
一

日か ら、中央気 象

　　 台が制定 、 使用 し始めた もの で あ る。」

と い う記述がある
（3）

。

　小 泉袈裟勝は 、こ の 石原純著 『現代 日本文 明

史 （第 13 巻）科学史』 を典拠 に して 、　 『度 量

衡の 歴史 』 で

　 「 「米 1 、　 「糎 」 、　 「瓦」 な ど の メ
ー トル 法

　単 位の 漢字 によ る 略字は 、明治 24 年気 象台

　が考案 した もの で ある 。 」

と記述 し ω 、同書の 年表で は

　 「1891

　　明治 24　 気象台 「米」 、　 「糎」 、　 「瓦」

　　　 　　　　 な どの 略字 を創出。」

と記述 して い る
く5）

。

　上記 の こ とを簡 単にまとめ る と以下で ある。

　石 原純の （A）の 厂制定、使用」 又 は 「制 定」

を小泉袈裟勝 は 「考案」
・ 厂創出」 に翻訳 （和

文和訳） して い る とい う次第で ある。

分析 ： 〈メ
ー トル 法 の単位 の 略字 （漢 字）〉 を

制定 、使用 す る前 に〈 メ
ー トル 法の 単位の 略字

（漢字 ）〉 は作 られて い な ければな らない 。な

ぜ な ら南郷継正
（6） が言う と ころ の く作 っ て 、

使う〉と い う
一大論理 が存在するか らで あ る。

　そ れ （即 ち メ
ー

トル 法の単位の 略字 （漢字）

の 創出）は 、明治 24年 7 月 1 日よ り前で あ る。

そ んな らくそ れ は　 い つ か ？〉 と い う こ と に な

る が、石原純 の こ の 著書に はそ れ が書か れ て い

ない 以 上、これ を他に 求めなけれ ばな らな い 。

有 り体 に 言え ば、も っ と ほ か の 本 を捜せ と い う

こ とになる 。別言 する と、〈メ
ー トル 法の 単位

の 略字 （漢字 ）が い つ 作 られた か 〉の 論拠 と し

て 石原純の この著書を使 う の は誤 りと い う こ と

に なる 。この こ とか らすれ ば、＜ メ
ー

トル 法 の

単位 の 略字 （漢字 ）がい つ 作 られ た か 〉の 出典

と し て 小 泉袈裟勝著の 『度量衡の 歴 史』 を 引 き

合 い に 出 して くる の は誤 りで ある と言 え る。

＊ 　受イrナ2000．2，23 ＊ ＊ 592−OOO5 高石市千代 田 1−25− 10
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1．1　 小泉袈裟勝の説再び

　と こ ろ で 、い わ ゆ る メ
ー

トル 法 の 単位 の 略字

（漢字）が 、〈 い つ 誰に よ っ て 作 られ た の か〉

及びくそ の 出典 の 記載の 有無〉 に つ い て と い う

観点か ら小 泉袈 裟勝 の 執筆 した数多 くの もの を

調 べ て摘記す る と以 下の 表の よ うになる 。 なお、

表 中の i　　 …は 、記述の 欠 けて い る 部分 を表 す。

〈小 泉袈裟勝の 説〉 の 集成表

い わ ゆ る メ
ー

トル 法 の 単位の 略字

（特 に そ の 中の 漢字〉

出典の 記載 の 有無発行年 書　名

い つ 誰 に よ っ て 作 られ た の か ？

当

該
頁

数

1961年

（原著）

1977年

（復刊本）

r度量衡 の 歴史』

明 治 24年

辱’舮丁1T−一齢一’一’一鹵

1891

明治 24

気 象 台 が 考 案 し た も の で あ る 。

一幽一一一一一一一一一一一一一一一一一一■一一一冒1冖冖一一一一一一雫一，一

気象台 「米 」、「糎 」、「瓦」 な ど の

略字 を創 出。

　 62

π早岫鹵PPP

259

「現代 日 本文 明史、科

学史 （石原純）」

一一一一7曽雨一一一一7−一一一山一一齒岫齟一一一一

　 　 　 　 無

r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒
i（淀）　誰が の 記述 を 欠 く i凸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 55

1967年
『日本 メートル 法

沿 革 史 』
 

明 治 24 年 に

■一一一一一一一■一一■1−一

1891

明 治 24

　 作 り出 した もの で 、
π雨11一一一一一一山一齒一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一■

気 象 台 、「米」 「糎 」 「瓦 」 な ど の

略字 を創出

一一一一■一一

424

　 　 　 　 無

一一■■一一一一■一一一一■一一一■一一一一一■旧w

　　　　 無

1982年 r秤 （は か り）』
〔8）

「英仏度 目採排取調委員会 」 が 考

案 し たもの で ある 。

284 無

1989 年
『図 解　単位 の 歴

史辞典 』
（9）

明治 15

（1882） 年 に

r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
i（注）　誰 に よ っ て の 記 述 を 欠 くi醯 167 無
考案され、

1992年
『続　 単 位 の い

ま ・む か し』
 

明治 24
（189D 年 に

［（注）　誰に よ っ て の 記述 を 欠 くi
」　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　 1102 無

工 夫 され た も の で 、

1993 年
『数 と 量 の こ ぼれ

話 』
qD

明 治 24
（189D 年

内務省 の 気 象 観測 を メートル 法 に

し た 山 川 健 二 郎 た ち の グ ル
ープ

で 、

184
●

185
無

分析 ： こ の 表を観 る と、小泉袈裟勝の 記述 には 、

メ
ー トル法の 単位 の 略字 （漢字）がく恥う作 ら

れ た の か 〉に つ い て 2 説 （明 治 24 年 と明 治 15

年） ある こ とが 認め られ る 。

　 メ
ー トル 法 の 単 位 の 略 字 （漢 字 ） が

く誰たよb℃作 られ た の か 〉 に つ い て 3 説 （気

象台 、 英仏度 目採排取委員会 、山川 健 二 郎た ち

の グル
ープ〉 あ る こ とが認 め られ る 。

　以 上 の こ とか らする と、小 泉袈裟勝の 記述 に

は、出典が 2 つ 以上 あ る こ とが 辛想され る 。但

し、出典の 記載が あ る の は
一

つ だけ （「現代 日

本文明 史、科学 史 （石原純）」 ）で ある 。しか

し、さき に （1 ．におい て）分析 したよ うに 、

この 出典 を調 べ る と、メ
ー トル 法の 単位 の 略字

（漢字）の 使用に関する もので あ っ た 。

　〈 小 泉袈裟勝 の 明 治 15 年説 〉 の 根拠 は 、あ

る い は こ れか も知れな い と思 っ て 、＜明治 15

年 6 月 13 日の 内務省上 申〉 （12）
にく別紙意見
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書〉 と して 添付さ れ て い る 「英仏度目採排取 調

委員会 ヨ リ内務省 へ 上 申」
“3）

を調 べ たが 、そ

の 中に は メ
ー トル 法の単位の略字 （漢字）の 記

述 は見 当らなか っ た 。

　上 記 の こ とを簡単 に ま とめる と以下で ある 。

　〈小 泉袈裟勝の 明治 15 年 説〉は 出典が 明 ら

かで ない 。〈小泉袈裟勝の 明治 24 年説〉の 典

拠文献 で ある石原純著 『現代 日本文 明史 （第 13

巻）科 学史 』 は、メ
ー トル 法の 単位の 略字 （漢

字） が い っ 作 られ たか に つ い て の典拠文献と し

て は 使え な い 。故 に 、＜小 泉 袈裟勝 の 明治 15

年説〉は 典拠が不 明で あ り、〈 小泉袈裟勝の 明

治 24年説〉 には典拠が 無 い とい う こ とにな る。

　小 泉袈裟勝 は、相対立する 2つ の 説 （明治 24

年説 と明治 15 年 説） を記述 し て い る が 、どち

らの 説 も　そ の 確た る根拠 を欠 くが故に矛盾す

る 2 説 とな る。よ っ て く小 泉袈 裟勝の 説 〉を信

用す るわ けには い か な い。別言すれ ば、＜小泉

袈裟勝 の 説〉を定説 と見る こ とは で き な い。

2 ．笹原宏之の 説

　笹原宏之 （国立 国語研究 所）の 論文 に以下の

記述 （］4）が ある 。

　 「1882 年に 中央気 象台 はメー トル法 を採 用

した 。 1891 年 3 月 に メ
ー トル 法が 尺貫法 と 併

用され る 法定の 度量衡 とな り、 2 年後 に施行 さ

れる こ ととな っ た。そ の ため フ ラ ン ス を意識 し

た従来の 「佛里 」　 「佛 尺」 で は不穏 当 とな っ た

が、　 「ミ リメ
ー トル」 な どカナ で は長 くて不便

で あ る 。そ の た め に研究 して 「記號 」 を 作 り、

7 月 1 日に各気象台 に通知 し、気象観測 の 月報、

雑誌等 に使い 始 めた （r氣象集誌 』 （1891 ・7。

気象庁蔵）、

等 （5 ）
。

粍 　糎 　粉

　　竰　竕

瓱 　甅 　瓰

　　 躔

　 「 （5）

　幾 』 に 「瓩 」

小泉袈裟勝 『度量衡 の 歴 史』 （196D

こ の 時は 次の 22 字 が 定め られ た。

　　米 　籵 　粨　粁

　　立　竍 　竡

　　瓦 　瓧 　瓸　瓩
　 　 　 　 　 ヘ ク タ

　
ル

　　安 　　　宛 」

『宛 字 外 来 語 辞 典 』　 （1979） は r三 兵答古知

　 　 、　 『家事倹約訓』　 （1874） に 「竓 」 が

あ る よ う に 記 す が 原 典 に な い 。山 内 潤 三 『平 松 家 本

平 家 物語 の 研 究 』　（1975） 等 の 「救 　髭」 は 影 印 で

は 「耗 」 、新訂増補故実叢書 『安齋随筆』　（1953）
　　ひつへき
の 「引粍 」 等 は 「耗」 の 誤植 。

『誤 りた る 文字 の 讀

方」 が 「瓰 」 を 「從來あ り た る 漢字」 、　 「日 本語 に

及 ぼ し た オ ラ ン ダ語 の 影響］ が 1粍」 を 中国 語 か ら

な どとす る ほ か、 『図解単位 の 歴史辞典 』　（1989）

等 に こ れ ら が 作 られ た 年 に 異 説 が あ る が誤 りで あ ろ

う。」

笹原宏之の 他 の 論文 に 以 下の 記述
q51

が ある 。

　 「メ
ー トル 法 の 単 位 を表 記 す る ため に 、

1891年に 日本 の 中央気象台が 「糎」 、 「竡 」 、

「瓩」 な どの 字 を製作 し た 。」

　上 記の こ とを簡単 に まとめる と以 下で ある。

　〈 明 治 24 （1891）年に 中央気 象台 が メ
ー ト

ル法の単位の記号 （国字） を製作 した〉 と い う

のが笹原宏之の 所説で ある。

分析 ： 〈笹原宏之の 明治 24 年説〉の 出典と見

られ る も の の ひ と つ で あ る 『氣象集誌』　（明 治

24 年 7 月） を観 る と、 「本月
一

日ヨ リ左 ノ 記

號 ヲ用 ヒ…
」 と記述 して いる

 
。 すな わ ち 『氣

象集 誌S の 文章は メ ー トル法の 単位 の 記号 （国

字） の 創出に 関す る 記述で は な く、使用に 関す

る もの で あ っ た 。

　〈笹原宏之 の 明治 24 年説〉の 出典 と見 られ

る もの の 他 の ひと つ は小泉袈裟勝著 『度 量衡 の

歴 史』 で あ る が 、こ れ は　さき に （1．に お い て ）

分析 して お い た如 くで あ る。故に、＜笹原宏之

の 明治 24年説〉 も メ
ー

トル法 の単位 の 略字 （国

字） の 創出の く確 た る典拠〉 を欠 く と言 う こ と

がで き る 。従 っ て 、＜笹原宏之 の 明治 24 年説

〉も定説 と見る こ とは で きな い。

　 メ
ー

トル法の 単位の 国字の 明治 24 年 7 月 以

降の 展 開 と衰退に つ いて は 、笹原宏之 の論文
（IT）

に詳 し い 記述があ る 。 しか し 、 メー トル 法 の 単

位の 国字の 製作に つ い て の 研究 は 、末 だ し の 感

を禁 じ得 な い 。
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3 ．松崎重広の 説

　落合大海 ・松崎重広著 『税 金 で さ ぐる 日本史』

に、「※ こ の 単位の 漢字 は 、明治 15 （1882） 年、

気象用 に作 られ ま した 」 とい う記述が あ る
  。

但 し、出典が 明記 され て いな い の で 、出典は 不

明で ある 。

分析 ： 上記 に 引用 した部分 の 執筆者で ある 松崎

重広が 小泉袈裟勝の 著作 を読 んで い た こ とは確

かで あろ う （19） 。

　 メ
ー トル 法の 単位の 略字 （漢字） に 関す るく

小 泉袈裟勝の 説〉に つ い て の 私の 分析は、さき

に （1 ．1 で ）述 べ た 如 くで あ る。そ こ で の 結

論か らすれ ば、〈小 泉袈裟勝 の 説 〉を論拠 にす

る 人 の ・メ
ー トル 法の単位の 略字 （漢字）の 作

られ た 年の 記述も定説 とする こ とは で き な い。

　何に し て も、松崎重広 がそ の 記述 の く確た る

典拠〉 を 示 さな い 限 り、＜松 崎重 広の 明治 15

年説 〉を定説 と見 る こ とはで きな い 。

4 ．橘 川司亮の 説

　橘川司亮 （中央度量衡検定 所長） の 所説 に以

下の も の が ある 。

　 日本度量衡協会の 会誌 『計 量界』 に

（B）　 「…度量衡 協会 の 会長 と し て 長 く居 られ

　　　た 中央気 象台長の 中村 精男氏 も熱心な る

　　　一人 で 一例 と し て は 明治十五 年頃 メ ー ト

　　　ル法の 略字を定め実行 促進 された が 、今

　　　日規定 に も定め られ広 く用ひ て ゐ る 略字

　　　は夫れに依つ て ゐ る の で あります 。

…
」

と い う記述がある （2D）
。

　同じ く 日本度量衡協会 の 会誌 『度量衡』 の 橘

川 司亮の 論説の 中に

（C）　 「度 量衡 の 略字 の こ と で あ る が 、…明治

　　　三 十六 年 に規定 され た
（2D

の で あ るが 、

　　　此 の 略字 の 撰定 に も深 い 沿革が ある の で

　　　ある。……是 は 明治十五 年 、気象台にて

必 要が あ つ た の で 、慎重 に研究 して 始め

　　 て 作つ て 、引き続 き公式に使つ て 居た の

　　 み な らず ……
」

と い う記述が ある
（Z2） 。但 し、い ず れ も出典 が

明 記 されて い ない の で 、出典は不 明で ある。

分析 ： 上記 の （B） と （C）の 記述を 照合する
（23＞

と 、 （B） と （C） とは表現に濃淡の 差 は あ る が、

内容は 同似的で あ る。　（B） を読め ば、橘川 が

〈 明治 24年説〉で な い ことは 明らか で あ る。

　橘川 司亮 （24） は 、 明治〜昭和 の 度量衡 に 関す

る 政府機 関の 直接担当者で あ っ た か ら、そ の 記

述すな わちく橘川 司亮の 明治 15 年 説〉は 無視

で きな い と　私 は考える 。

IH．お わ りに

　上記 の 如 く、〈 い わ ゆる メ
ー

トル 法の 単位 の

略字 （漢字）が い つ 作 られたか 〉 と い う記述 に

つ いて 、私の手 に は い る限 りの文献を調 べ たが、

定 説 と言 うべ き もの は無か っ た。そ れ らの 中で

は橘川 司亮の 「明治十五 年頃
（25） i 又 は 「明 治

十五 年 く26）
」 と い うの が確か の よ うに感 じ られ

る 。但 し、学 問的 に はく橘川 司亮 の 明治 15 年

説〉を裏付ける 資料がほ しい と ころ で ある。

　以下 の よ うな 文書が入 手で きれ ば、研 究が 進

展する か も知れ な い と期待 して い るが 、読者 の

考 え は い か がな も の で あろ うか 。

　  明治 24 年に中央気象台が メ
ー トル 法の

　 　単位 記号 を採 用す る こ と を決定 した 時の 公

　 　文書

　  明治 24 年 6 月 に 開催 され た第 2 回気象

　　協議会
（2T）

の 会議録 （議事録）や 会議資料

　  英仏度 目採排取調委員会よ り内務省 へ 上

　 　申した 時の 付属文書 （注 ： も しそ れ が 有れ

　　ばの 話だが）

　  英仏度 目採排取調 委員会の 審議録 （会議

　　録）や審議資料

　  中村精 男 （28｝
らが関 係して い た 東京物理

　　学講習所や 後の 東京物理 学校で の く メ
ー

ト

　 　ル 法度量衡〉 の 教授 （29）内容 を示す文 書 （教

　　科書、講義案、講義の筆録な ど）

　 我々 は 、＜作 る こと と使 う こと の区 別 と連 関

〉 に留意 し つ つ 、また、〈事 実の把握〉 とくそ

れ へ の 解釈〉 と を区別 し て 扱 い つ つ 　研 究 を進

め る 必要がある 。
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　本論考で は、〈橘川 司亮 の 明治 15 年説 〉を

紹介す る まで に 留まる 。＜橘 川 の 明治 15 年説

〉 を裏付 ける仕事は、今後 の 課 題 と して 残され

た。

凡例 ： 引用文中の 〈
……

〉は川 崎に よる省略 を

　　 　表す 。

　　　　引用文 中の ア ン ダーライ ン は川 崎が 付

　　 　した もので ある 。

（付 記）

　本論考 が成る に つ い て は、新居信正 氏か ら直

接 の また間接の お 力添 えを戴 い た 。
『計量史研

究』 へ の 投稿に つ い て は、岩 田重雄氏の おすす

め に よ る。欧文 要旨の 作成 に つ い て は高 田誠二

氏の 協力 を得た 。また、橘川 司亮 の 名の ロ ーマ

字表記に つ い て は 、工 業技術 院計量研究所 図書

室の 協力を得て 高 田誠 二 氏が 調査 して下 さ っ た

く国際度量衡総会 （第 4 回） へ の 出席記録で の

表記） を採用 した 。以上 の事 を記 して 、上記 の

方 々 に感謝の 意 を表する 。

注記

（D 落 合大海 ・松崎重広 『税金で さ ぐる 日本

　史』 、国土 社、1993 年初版第 1 刷、 1994 年

　初版第 4 刷、P．52 で は 「明治 15 （1882）年

　
…・

作 られ ま した 」 と記述 されて い る 。

（2）小 泉袈裟勝 『数 と量の こ ぼれ話 g 、　 （財）

　 日本規格協会、 1993年、P．184 ・P．185 で は

　 「……明治 24 年 （189D の こ とで ある。」

　 と記述 され て い る。

（3）石原純 『現代日本文明史 （第 13巻）科 学

　史』 、東洋経済新報社 出版部、1942、P．125。

（4）小 泉袈裟勝 『度量衡の 歴史』、原書房、1977、

P．62。なお 、原著は 1961 年 にく工 業技術院

中央 計量検定所 　創立 50 周年記念刊行事業

委 員会 〉が非売品 と して 発行 。

（5）前出 （4） の P．259。

（6） なん こう　 つ ぐま さ 、日本論理 学研究会

主 宰、武道哲学 ・武道科学創始者。

（7） メー トル 法実行期成委員会編 『日本 メ
ー

トル法沿革史 S 、　（社） 日本計量協会 、1967、

P．55　・　P．424。

（8）小 泉袈裟勝 『秤 （はか り） g 、　 （財 ）法

政大学 出版局、 1982、P．284。

（9）小 泉袈裟勝編著 『図解 　単位の 歴 史辞典 』 、

柏書房 、1989、P．167。

（10）小 泉袈裟勝 『続 　単位の い ま ・むか し』 、

　（財） 日本規格協会、1992、P，102。

（11）前出 （2）

（12）内閣記録 局編 『法規分類 大全 ・第 3巻』 、

原 書房 、 1978、P．324。覆刻 原 本 ＝ 明治 23

　（1890）年刊。

（13）前出 （12）の P．324〜P．330。

（14）笹原宏之 「メ
ー トル法単位 を表 す国字 の

製作 と展 開」 、　 『国文学研 究』 、114、 1994

年 10 月 、 P．120〜P．109。　 （早稲田 大学国文

学会発行）

（15）笹原宏之 「メー トル 法単位 を表す国字 の

漢字 圏各国 にお ける衰退」 、　 『国語学　研究

と資料』 、 18、 1994年 12月、P．1〜P．ll。

（16）　 r氣象集誌』 、大 日本気象学会刊 、第 10

年第 7 号 、 明治 24 （1891）年 7 月、P．361。

（17）前出 （14） ・ （15）

（18）前出 （D

（19）仮説実験授業研究会編集 『第皿期　仮説

実験授業研 究　第 4 集』 、仮説社、1994 年、

P．168 に、松崎重広は 「授業書 に 関係 して 役

立 つ 本」 と し て 小泉袈裟勝の 著作 を紹介 して

い る。

（20）橘川 司亮 「退官 の 辞 （承前）」 、　 r計量

界』 、 第 251号 、 昭和 8 （1933）年 6月、P．4。

前 出 （7） の 『日本 メ
ー

トル 法 沿革 史 』 の

P．145 ・P，146 に抄録 され て いる が、出典名

計 量 史 研究 21 ［22］ 1999
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と号数を誤 る 。

（21）明治 36 年 12 月 4 日 農 商務省令第 IO

号　度 量衡法施行細則　第 4 条 に、

「度量衡器 二 表記ス ヘ キ度量衡 ノ名称 ハ 其 ノ種

類二 従ヒ左 ノ略字 ヲ用 井ル コ トヲ得 ……
」

と規定 され て い る。そ して 、そ の 第 4 条 に規

定 されて い る メー トル法 の 単位 の く漢字 の 略

字〉 は、以下の 13字で あ る 。

粁 ・
．
… ［．i 米 粉 糎 粍

　　　　 　　 立　竕 　竰

瓩
1
＿i ．、Ti 瓦 瓰 甅 瓱

（22）橘川 司亮 「度量衡の訳 字の 論説 に就 き志

賀博士 に答ふ 」 、　r度量衡』 、第 76 号 、大

正 7 （1918）年 3 月、P，6。前 出 （7）の 『日

本メ
ー トル 法沿革史 S の P．56 ・P．57 に 収録

され て い るが 、誤植が あ る。P．57 の 「慎重

に研究 して始め て行 っ て 」 は誤 りで 、　 「慎重

に研 究 し て 始めて作 っ て 」 が正 し い 。

（23）　 （B） と （C）の 2 つ の 記述は、相互 規定

的に読む必要があろ う。

　 も し （C） だ け を読む と、読 み手が 解釈 を

ほ ど こ し て 、橘川が く明治 24 年説〉 を記述

し て い る よ うに読み 取る 者 も 出て 来るか も知

れな い 。 しか し （B） を読め ば、橘川 が く明

治 24 年説〉で ない こ とは明 らか で ある 。 故

に、　 （B） に 照 ら して （C） を読 めば、　 （C）

にお い て橘川 は 〈明 治 15 年説〉 を記述 して

い る と判断する こ とがで きる。

（24）前出 （4） の P．80 ・P．82 ・P．84。前出

　（7）の P．ll2。

（25）前出 （20）

（26）前出 （22）

（27）気象庁編 『気象百年史』 、日本気象学会、

董975、P．639。 気象 庁編 『気 象百年史　資料

編』 、 日本気象学会、1975、P．67 に 「6 月 地

方測候所長 ヲ招集 シ テ第 2 回気 象協議会ヲ開

ク 」 と い う記述が ある 。

（28）前出 （7）の P．132 ・P．146。前出 （27）

の 『気象百年史 　資料編』 P．67 ・P．429。

（29）前 出 （7） の P．52 ・P．102 ・P．103。

The　Year　of　Invention　of　the 　Chino−Japanese　Letter　Symbols　for　the　Metric　Units

　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　 Kazuyoshi　KAWASAKI

　The　Metric　System　of　Units　for　measurement ，　proposed　and　materialized 　in　France ，　was 　later

intorduced　into　 Japan　and 　thus　 brought　forth　difficulties　in　expression ．　Noticeable 　is　that

Jabanese　invented　not 　a　few　Chino−Japanese　letters　which 　represent 　the　Metric　units 　as 　well

as 　tlleirmultiples　and 　sub
−
multiples ．　The　year 　of 　this　invention，　however，　has　not 　been　cIear ．

　This　paper ，　summarizing 　and 　analyzing 　the　relevant 　literatures，　suggests 　that　the　〈Shirio

Kikkawa
’
s 　opinion 　in　support 　of　the　15th　year　of　the　Meijiera ＞ be　more 　plausible 　than　other

opinions ，　for　example ，　that　in　support 　of　the　〈24th　year 　of 　tlle　Meiji　era ＞，　in　view 　of 　the

authoritative 　career 　 of 　Kikkawa　in　the　fie互d　weights 　and 皿easures 　in　Iapanese　govern組 ental

bodies．
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